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巻　頭　言

afterコロナの「明眸皓歯」に向けて
一般社団法人日本歯科審美学会  副理事長　山本一世

　「先行きが見えない」と言われ続

けた新型コロナウイルス感染症も、

今年（2021年）の夏の終わりころか

ら新規感染者数が急激に減少してき

ました。このニュースレターが出る

頃の状況はいかがでしょう？　第6

波の懸念などまだ油断はできないも

のの、とりあえずは先が見えてきた

といったところでしょうか。

　他のあらゆる集団活動と同様、本

学会もこの2年近く、まさに想定外の運営が続いてきました。こ

のニュースレターには宮崎真至大会長の第32回学術大会の開催

報告が掲載されていると思いますが、現地での対面開催に加え、

一般演題をe－ポスターとし、さらに一部のプログラムをアーカ

イブ配信するなどいろいろと苦心されているようです。成功裡に

終えられていることを心より祈念しております。

　このように長らくコロナ対応に振り回されてきましたが、そろ

そろ本学会も「afterコロナ」を考える時期に来ていると思いま

す。小生は大学で講義の際、ときどき学生に「明眸皓歯という言

葉を知っているか？」と訊きます（知っている学生はほとんどお

りませんが）。この四字熟語が示す通り、“目もと”と“口もと”

は人の顔貌を決定づける二大要素ですが、afterコロナとなり現

在のような常時マスク着用が不要となったとき、口もとをきれい

にしていたいという思いも多くの人々に戻ってくるでしょう。大

槻理事長は学会運営方針の柱として「審美歯科治療および歯科審

美学について、国民の皆さんにわかりやすい表現で再定義を行

い、これを会員の皆さんとともに国民の皆様に周知すること」を

挙げられています。すなわち、「歯科審美学とは、顎口腔系にお

ける形態美・色彩美・機能美の調和を図り、人々の幸福に貢献す

る歯科医療のための教育および学習に関する学問体系である（日

本歯科審美学会教授要綱）」という、我々にとってなじみ深い定

義を嚙み砕いて国民に周知すること、そしてあらゆる意味で正し

い審美歯科治療を行うことができる歯科医師・歯科衛生士・歯科

技工士を育成・保護し、将来的には「審美歯科」を堂々と標榜で

きるよう努力することが本学会に課せられた使命といえます。今

後とも会員の皆様の変わらぬお力添えを何卒よろしくお願いいた

します。















学会特別功労賞受賞者のご紹介

学会特別功労賞を受賞して
福岡歯科大学名誉教授　佐藤博信

　歯科審美学会には平成13年

（2001年）から、いやその少し前く

らいから、本学会のお世話になってお

ります。同年4月から代議員に就任、

11月には隣接講座の羽生教授の主催

される福岡での学術大会を現学長の高

橋教授、同じく隣接講座の松浦教授と

ともにお手伝いしたことから本格的に

関りを持つようになりました。

　その後、平成19年（2007年）に認定医の取得、平成19年

（2007年）に理事に就任（2021年まで）、この間、常任理事・

広報委員会委員長として，まずはホームページの立ち上げに関わ

りました。ちょうど今年のホームページ改定まで使用していたも

のです。関係していだいた斉木先生、橋場先生、現在の広報の若

林先生他、多くの方々に助けていただき感謝です。その後も平成

24年（2012年）から、常任理事・セミナー委員長・学術部会長

として、各種学術セミナーの企画・総括だけでなく、学術大会の

開催に関わらせていただき、国内外の多くのすぐれた臨床家やア

カデミアの関係者と多くの交流をさせていただきました（平成

29年・2017年まで）。平成29年には富山で開催された第10

回の国際審美歯科学会の組織委員会の副委員長も務めさせていた

だきました。その後も平成29年（2017年）からは監事として、

令和3年（2021年）からは顧問として、現在も活動を続けてい

るところです。

　研究につきましては、ジルコニアやホワイトニング関する色測

研究や歯列の形態学的な研究も少しづつではありますが、行って

まいりました。なかでもスウェーデン・イエテボリ大学との間で

「歯の見え方に関する国際共同研究」（The International Journal 

of Prosthodontics 11：246-254,1998）は、世界的に最も使

用頻度だが高いとされるRosentiel教授らが編纂された、クラウ

ンブリッジの教科書に取り上げられ、得難い業績に一つです。教

育では数年前になりますか、前藤澤理事長らと教授要綱改定作業

に関わりました。こちらも何とか形になりました。

　まだ、会員の皆さんとの楽しい思い出でなど、書く残すことは

多数ありますが、今までの実績を簡単に羅列させていただき、功

労賞受賞の感想とさせていただきます。



学会特別功労賞受賞者のご紹介

学会功労賞を拝受して
末瀬一 彦

　このたびは（一社）日本歯科審美学

会「学会功労賞」を受賞させていた

だき、光栄の至りです。1998年4

月に本学会に入会後、学会発表や講

演、委員会活動などを数多く務めさ

せていただき、2012年4月から

2017年6月まで千田彰学会長およ

び宮内修平学会長のもとで5年間に

わたり副会長を務めさせていただき

ました。その後も監事、顧問として

学会運営に携わらせていただき、微力ながら学会の発展に積極的

に参画させていただきました。本学会では多くの先生方や企業の

皆様方との「出会い」をいただき、今の私の大きな財産になって

います。

　本学会在籍中に最も印象に残りますのは、2011年10月に開

催させていただきました「第22回日本歯科審美学会」です。

「いにしえの都で審美を語ろう－温故知新－」の大会テーマで、

特別講演には奈良が生んだ世界的映画監督・河瀬直美氏と薬師寺

管主・山田法胤師のお二人にお話しいただきました。河瀬氏には

奈良の自然、奈良固有の美しさを語っていただくとともにレンズ

を通して見る奈良の奥深い審美を参加者にも感じていただきまし

た。また、山田氏には世界的遺産である薬師寺の魅力を通して日

本人のもつ内面的、外面的美しさについて熱く語っていただきま

した。記憶に残る学会開催は講演内容もさることながら「会員と

楽しく触れ合う懇親会」であると思い、趣向を凝らしました。メ

イン会場の能楽ホールにおいて奈良古来の伝統芸能　雅楽演奏を

お楽しみいただき、しばし幽玄の世界を堪能していただいたあ

と、さわやかな秋の夜空のもと庭園において勇壮な和太鼓、日本

酒発祥の地酒に舌鼓をうっていただき、総勢30名の日本一のチ

アリーディングで会場を最高潮に盛り上げていただきました。皆

様方の記憶に少しでも残っていましたらとてもうれしいです。

　本学会も会員数が4,000名を超え、ますます活気があり、「認

定医・認定士」制度や本学会独自の「出張講義」なども順調に執

行され、さらなる発展が期待されます。国民にとって「心身とも

に美しさ」が満たされるように本学会としてのミッションを果た

していただきたいと思います。

　本学会の今後ますますのご発展、会員の皆様のご健勝を祈念申

し上げます。
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デンツプライシロナ賞を受賞して
北海道医療大学歯学部 口腔機能修復・再建学系 う蝕制御治療学分野　油井知雄

　日本歯科審美学会第31回学術大会

においてデンツプライシロナ賞に選出

頂きましたことを大変嬉しく、また深

く感謝を申し上げたいと思います。

　近年のデジタル技術の発展に伴

い、Intra Oral Scanner（以下IOS）

を用いた光学印象法の実用化は修

復、補綴処置の簡略化と従来のロス

トワックス法における過程を排除し

ているため高精度のデジタル印象を可能とします。一方、IOSの

デジタル印象の再現性に与える因子として不適切な操作（オペレ

ータースキルやスキャナーのアプローチアングル）、画像データ

のフィッティングやスムージング時の誤差、窩洞の位置や深さ、

歯間距離や隣接歯の歯軸の歪み等が報告されています。また現在

のIOSを用いたインレー修復に関する臨床的知見は、未だ乏しく

十分ではありません。

　そこで今回の研究では、インレー修復がCAD/CAMに臨床応用

されることを期待して、CAD/CAMインレー修復に準ずる3種の

深さにおける窩洞形成を行い、CEREC OmnicamとTRIOS 3

から得られたStandard Triangulated Language（以下STL）

da t aを抽出しました。そして三次元データ解析ソフト

（GOM‒Inspect）を用いて窩洞内に基準軸平面を設定し、ベス

トフィットアルゴリズム法を用いてインレーの適合に重要とされ

るMarginal, Internal fit（1ヶ所に対して前後100μm間隔に3点

を計測し、計測部位25ヶ所における計75の計測点）を計測した

偏位量を比較、検討しました。その結果から窩洞の深さの増加

は、IOSの空間分解能および検出精度の低下に繋がり、IOSに適

応したCAD/CAMインレーの窩洞深さは2.0mm以下が適切と示

唆されました。

　今後は、IOSとインレー修復に関する更なる知見を深めるため

に詳細な検討を続けて行く予定です。











賛 助 会 員 一 覧

Ivoclar Vivadent株式会社
〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷1-28-24 

Tel: 03-6801-1301
http://www.ivoclarvivadent.jp

相田化学工業株式会社
〒１８３-００２６ 東京都府中市南町6-31-2

Tel: 042-366-1201
http://www.aida-j.jp

グラクソ・スミスクライン・コンシューマー・ヘルスケア・ジャパン株式会社
〒１０７-００５２ 東京都港区赤坂1-8-1 
赤坂インターシティAIR
Ｔel: 03-4231-5108
http://glaxosmithkline.co.jp/gsk-chj/

医歯薬出版株式会社
〒１１３-８６１２ 東京都文京区本駒込1-7-10

Ｔel: 03-5395-7630
http://www.ishiyaku.co.jp

ウルトラデントジャパン株式会社
〒１５１-００６１ 東京都渋谷区初台1-34-14
初台TNビル3F
Ｔel: 03-5365-1760
https://www.ultradent.jp/

クインテッセンス出版株式会社
〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷3-2-6
クイントハウスビル
Ｔel: 03-5842-2270
https://www.quint-j.co.jp

長田電機工業株式会社
〒１４１-８５１７ 東京都品川区西五反田5-17-5

Ｔel: 03-3492-7651
http://osada-group.jp/

株式会社松風
〒６０５-０９８３ 京都市東山区福稲上高松町11

Ｔel: 075-561-1112
http://www.shofu.co.jp/

石福金属興業株式会社
〒１０１-００４７ 東京都千代田区内神田3-20-7

Tel: 03-3252-8471
http://www.ishifuku.co.jp

サンメディカル株式会社
〒５２４-００４４ 滋賀県守山市古高町571-2

Tel: 077-582-9981
http://www.sunmedical.co.jp

株式会社ジーシー
〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷3-2-14
Tel（カスタマーサービスセンター・お客様窓口）：
0120-416480
https://www.gcdental.co.jp/

クラレノリタケデンタル株式会社
〒１００-０００４ 東京都千代田区大手町2-6-4 
常磐橋タワー 
Ｔel（フリーダイヤル）: 0120-330922
https://www.kuraraynoritake.jp



スリーエム ジャパン株式会社 
〒１４１-８６８４ 東京都品川区北品川6-7-29

Ｔel（コールセンター）: 0120-332329
http://www.3mcompany.jp/dental/ 

株式会社メディカルネット
〒１５１-００７２ 東京都渋谷区幡ヶ谷1-34-14 
宝ビル 3階
Tel: 03-5790-5263
https://www.dentwave.com/

ペントロン ジャパン株式会社
〒１４０-００１４ 東京都品川区大井4-13-17-5F・6F

Tel: 03-5746-0316
http://www.j-pentron.com/

株式会社モモセ歯科商会　
〒５４３-８６９１ 大阪市天王寺区南河堀町6-35

Tel: 06-6773-3333
http://www.momose-dm.co.jp

株式会社モリムラ
〒１１０-０００５ 東京都台東区上野3-17-10

Tel: 03-3836-1871
http://www.morimura-jpn.co.jp/

株式会社ヨシダ
〒１１０-８５０７ 東京都台東区上野7-6-9

Tel（コンタクトセンター）: 0120-178-148
http://www.yoshida-dental.co.jp

株式会社モリタ
〒５６４-８６５０ 大阪府吹田市垂水町3-33-18

Tel: 06-6380-2525
http://www.dental-plaza.com

株式会社トクヤマデンタル
〒１１０-００１６ 東京都台東区台東1-38-9
イトーピア清洲橋通ビル7F
Ｔel（フリーダイヤル）: 0120-54-1182
https://www.tokuyama-dental.co.jp

デンツプライシロナ株式会社
〒１０６-００４１ 東京都港区麻布台1-8-10

Ｔel（フリーダイヤル）: 0120-789123
https://www.dentsplysirona.com

株式会社東京技研
〒１５８-００８７ 東京都世田谷区玉堤1-25-13

Ｔel: 03-3703-5581
http://www.tokyogiken.com/

株式会社茂久田商会
〒６５０-００４７ 神戸市中央区港島南町4-7-5

E-mail: info@mokuda.co.jp
http://www.mokuda.co.jp/



0120-060-751 |  www.ultradent. jp
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